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1． 海況一般

　瀬戸内海 の 水系模式図 （宇田 道隆．波辺 信雄 ：

瀬戸内海 の 平年各月海況 ，水産試験場報告第 3 号 ，

p．137−164，1933）の 示す と こ ろは 自然的海況で ，

基本的に 今 日 で も通用す る．一
方 ， 自然的変動 で

も年に よ っ て 大差があ り， 特に 1939年 ，
1934年夏

の 早ば つ （高温，高塩 ，清澄） と ， 1938年夏 の 豪

雨出 水（低塩 ， 混濁）の 年で は大差がある．　 （宇田

道隆 ： 豪雨 お よ び旱魃 と海況と の 関 係， 中 央 気

象台彙報第 16冊 ， 昭和 14年夏早魃調査報告第 6

節．p，183−195，
1940），また 異常低温年に は ， しば

し ば寒冬極端年の よ うに （例 ，
1963年）， イカ ， タ コ

，

イ ワ シ ，
マ ダイ ， ク ロ ダイ ， カ ワ ハ ギ ， グ チ な ど

魚類 の 大量凍死浮 ヒを見， 濃霧出現 も平生 の 数倍

に 及ん だ．さ らに短 期変化 と して ，台風通過 に よ

る外洋水の 流入 と流出 ， 降水出水 に よ る流入流出

が あ り ， 筆者は 豊後水 道で 1942年夏観測経験 した

（宇 田道隆 ：台風来襲前後 の 海況変化 とその 予報，

天気．2（9）p．225−228
，

1955）． こ うい うと ぎ平

生 の 天文潮に よ る海水交換 ， 拡散混 合 と大 い に 異

な り， こ れ に よ っ て 著し く内海 汚染 の 大掃除が 行

なわ れ る 。しか し ，
こ の 問題は 台風強度，通過経路，

降水 ， 水位 ア ノ マ リ dζ分 布な ど か ら海峡を は さ

む漲落潮時水位 差に 対応す る流速，混 合 （海峡な

ど），　二 重層 の 上下出入流実態 と正味差引の汚染

物質の残余蓄積 ， 浄化能 力（活性 汚泥的）の 低減 な

ど併せ て 研究す べ き事項が多 い ．水理模型実験は

有力だ が実測検査検討が 要る，室内お よ び 実地 の

生物試験 も要 る．

2．　瀬戸内海の 海水透明 度と その 変化

　宇田 ，疋 田茂 （1970年 4 月， 口本海洋学会春季

　＊ シ ン ポ ジ ウ ム 予稿集よ り転載
＊＊

東海大学海洋学部

大会発表 ： 瀬戸 内海東部の 海水透明度分布 とその

経年変化）を主 と し ， それ に 宇田 ，枡野安次 （内海

西部 の 海水透 明度分 布 とそ の 変化）を 加 え て の べ

る． こ れは宇田 ， 青木一
弘 （1969年 4 月 円本海洋

学会春季 大会発表 ： 東京湾，相模湾 ，伊勢湾の 海水

透 明度 の 地理 的分 布と季節 的変化型 の 長年変動）

に 次 ぐもの で ある．資料は 主 に 水 産庁 ， 各県水試

観測 の 長年蓄積に よる．各海域 の 透明度 （D ）分布

と等 D 線 の 開む面積積算値を調べ ，水色資料 も参

考と し た ．結果は ， 東部に お い て は 高 D 域が紀伊

水道 （中央以東）か ら入 りこ み ，西部 で は 豊後水

道主 に 中央以 東か ら伊予灘に 入 りこ み ，大阪湾東

部，紀伊水道北西部， 播磨灘北部 ， 備讃瀬戸 ， 燧

灘南部 ， 広島湾 ， 徳山湾方而 ， 周防灘北部， 豊前

海沿岸，別府湾 奥，豊後水道西部などに 汚濁水帯

源をみ ， 年 々 拡大 ， 殊に 1965 年以降に 激甚で あ

る．さ らに 播 磨灘〜大阪湾西部〜紀伊水道北部お

よ び 伊予灘 〜 周防灘南部 〜 豊後水道北部に かけ

て ， 低濁 の 変化ぶ りは顕著 で あ り， 春夏に 最 も濁

り， 冬季 に 比較的清澄で ある が ， 紀伊水道，豊後

水道で は 昔 口 と異な り時 々 甚だ し く汚染 し，また

急 に 清澄水が外洋か ら入 り こ むな ど ， す こ ぶ る変

化が激 し くな り， 単に 内海か ら の 流出水だ け の 影

響 で は な く， 海洋投葉の 影響 が ある こ とが 推察で

きる．水 色 （F）変化 は透明度以上に 大 きく， （DF ）

一
山線形は 督日 と大変ちが い ，黄色汚染物質 の 混

入 を示す．さ らに 季節的変化 の タイプが東京湾奥

や ， 伊勢湾奥 ， 大 阪湾奥で 示 され る冬高夏低型に

な り， 宇田 ， 渡辺 （1933）に 示 し た 夏高 の 外洋水

影響型は 見 られ な くな っ た とい う大 きな変化が出

た ．

3．　こ れを要 す るに ，　 1955 年以降内海 の 汚濁化

が 急速に 進み ， 特に 1965
，

’66 年以降激化 の もよ
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うで ， 大阪湾奥部等 の 「可 の 海」 の 拡大は 甚だ し

く，処 々 病変 しつ つ あ り，すで に 栽 培漁業 の 中心

的水域を蝕み ， 荒廃 （食物連鎖切断 され 行 く）破

滅 の 淵 に お とし入 れ よ うとす る 産業廃水，油濁 ，

農薬 ， 都市下水汚染 の 危険が迫 り，放置すれば 命

旦 夕 に あ り とい っ て よい ．「赤潮 」の 頻発は こ れか

ら汚染の 内容 （洗剤を含む 下水 ， リン 農薬 ， 油濁

等）に よ る過栄養化 （Eutro丘cation ）が もとで あ

り， こ の ため底 層 の 無酸素水域が 年 々 拡大 ，

一方

で急速に進み ，
こ の 水 の 風湧 昇な どで ま ぎあげ ら

れ る とき， 魚貝類 の 「苦が 潮」に よ る 大量斃死 と

し て 現われ る． こ れが今後頻発 し，外海に 向 っ て

拡大 し，遂に 内海水産全滅 の 悲況を見る で あろ う．

今 ， 汚染防止 ・浄化 の 手が 何 ら打た れ ず ， 悪水 放

出に 任か す以上は あと工0年 を経ず し て こ うな る で

あろ う．毒性汚 染物質 （重金属 ， 石 油系発ガ ン 物

質，農薬） の 濃縮 ， 餌料生物 の 死滅 ， 卵 ， 稚 仔 の

死滅 ， 「藻場」 （もば ）喪失 ， 異臭 ， 畸形魚 貝 の 激

増 ， 摂取人体 に 新奇病患 （神経 麻痺 ， ガ ン 腫等）

の 続出 は 工 業 の もた らす仮現的便益 や繁栄に まど

わ され る
一・
方で 対照的 とな り， 吾が身吾家 の 悲運

に 直面 して悟 る で あろ う．そ の 時は もう晩過ぎる

か も知れ ない 、汚染な き開発がわ れわ れ の 生存を

許す基本条件 と知 らねばな らな い ．完全処 理 （海

洋投棄で は な い ）を入 れた 開発 の み が 問題を解決

する．

　内海の 浄化は 水産 の滅亡 を防 ぐだけ では な く，

人間 の 滅亡 を防 ぐこ とで ある ．海洋汚染を厳 し く

取 り し ま り，汚染 の で ぎな い よ うに 手を うつ こ と

が焦眉 の 急で ある．

補　記 ：

A ．瀬戸内海 東部の 海水透明度分布

　紀伊水道 に そ の 中央部か ら紀州側に か け て D12 皿 以上

の 比 較的清 澄 水 域が 分 布す るに 対 し，D7m 以下 の 比較

的低濁水域が 阿波側 お よ び紀州側北部沿 海に 分布す る ．

1950年 以 降冬 春 黒 潮 分枝 よ り沿岸 水 の 影 響 で 大 きく変 化

して お り，D10m 以下の 低濁水域域拡大傾向をみ る，夏

は1955年以降沿岸濁水 の 影響増大 し，紀伊水道南部lc及

ぶ ．水 色 に も著変 を見 る．大阪湾淡路側 に D7m 以上の

比較的清澄水域が 在 り， 大阪側の 湾内奥 に D3m 以 下の

濁水域が ひ ろ が る ．秋冬 は 奥 部 ま で 割 合 澄 む が，森 夏 は

低濁甚だ しい ．Dlm 以下 は 1932
，
39年ご ろ は 見 られ ず，

J955年 以 降現 われ ，特に 夏季著 しい ．　 D7m 以 上 の 清澄

域 は 1966年著 滅．水 色 1932，39年III〜VII， 1965 − 66年

VI 〜VII以 上 （暗緑〜暗 褐） に
一

変 した，

　播磨灘中央部円 形清 澄 水 域は 常 だ が 冬季 D10m 以 上 の

面 積 は 1939年 以 降減少 し，1965，66年 全 く見 え な く な

る．D7m 以下 は 著 し く拡大 し た．同海播磨灘沿岸は 5

m 以 下 の 低濁 を み る ，

B ．瀬戸内海 中部以 西 の 海水透明度 分 布

　高透 明度以上 の 外洋水 は 藏後水道 か ら入 りこ み，そ の

内海へ の 影響は す こ ぶ る強大 で こ れ ま で 内 海の 汚染 を よ

ほ ど救 っ て くれ た．豊後 水 道，伊予 灘は 外洋水の 影 響 が

特に強 く， 今尚清澄 を保 つ が ， 近年時 々 低濁を 示す よ う

に な っ た．関門海峡系外洋水の 影 響 は 微 々 た る もの で あ

る．豊後 水 道 系外洋 水 の 影 響は 周 防 灘か ら安 芸 灘南 部 に

及ん で い る ．た だ し安芸灘奥部，広島湾 まで は その 影響

少 く，汚 染が 大きい ．透 明度 以下 の 沿 岸水 は，燧灘南部

広島湾， 徳山湾方面 を中心 と す る 周 防灘北部，別府湾奥

豊前海沿岸，豊後水道西部な どに 汚濁水帯源を 見，年 々

拡大，特に 1965年以 降激 甚と な って 来た ．特 に 安芸灘北

部，周 防灘北部に 著 しい ．大河川に 乏 し い た め 河川 の 影

響 は 余り認め られない が，豊後水道〜周防灘南，伊予灘

南部で は 変動が 年 に よ りは げ し い の で ，高低透 明度水域

の 混在 を み る こ と が よ くあ る ．気象変化に 伴う外洋水 の

流入 変化 は 重 要な研究課題 で あ る．季節的変化 は 戦前 と

ち が っ て 冬高夏低型 に ほ と ん ど全面 的 に 移 り，内 奥型 の

卓越 を み せ る．

4

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


